
























































供出来るようにという趣旨の下に、平成 24 年 4 月から「社会福祉士及び介護福祉士法」（昭


























































介護福祉士養成における平成 22 年からのカリキュラムは 1800 時間（人間と社会 240 時
間、介護 1260 時間〔うち実習 450 時間〕、こころとからだのしくみ 300 時間）で編成された。
これに新たに医療的ケアに関する教育カリキュラムは講義時間（実時間 50 時間）と演習が









介護職への医行為は、在宅における ASL（amyotrophic lateral sclerosis 筋萎縮性側索
硬化症 以下 ALS という）の患者に対する喀痰の吸引（平成 15 年 7 月 17 日付け医政発第
0717001 号厚生労働省医政局長通知）が在宅療養の支援として解禁されたことに始まる。以
来、特別支援校における教員によるたんの吸引等（平成 16 年 10 月 20 日付け医政発第
1020008 号厚生労働省医政局長通知）、在宅における ASL 以外の療養者・障がい者に対する
たんの吸引（平成 17 年 3 月 24 日付け医政発第 0324006 号厚生労働省医政局長通知）、特別

























































































ト調査を行った。調査票配布は平成 24 年 2 月 1 日及び 2 日に行い回収はその場で行われた。
内容は 1．学年、2．在学中に医療的ケアのカリキュラムである喀痰の吸引（口腔・鼻腔・
気管）、経管栄養の補給（胃瘻・腸瘻・経鼻経管栄養）を履修し、基礎的知識や手技を習得
したいか、という履修意思を 5 段階（1 是非履修したい、2 カリキュラムにあれば取り組む、
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表 1 に示すように、1. 学年、一年生は 50 名。内一般学生は 37 名、社会人委託生は 13 名
（平均年齢 45.1 歳）である。二年生は一般学生 54 名が対象である。2．一年生性別は女性




医療的ケアの履修意思（1 是非履修したい、2 カリキュラムにあれば取り組む、3 卒業後
検討したい、4 拒否したい、5 その他）については、全学年で 1. 是非履修したい 32.7％、2. 
カリキュラムにあれば取り組む 31.7％、と在学中に履修を希望する学生は 64.4.％である。
二年生においては 61.1％、一年生においては 68.0％で二年生を上回っている。一年生には
社会人委託生が含まれ 13 人中 12 人（92.3％）が希望したことが影響したと捉えられる。一
年生一般学生は 22 人（59.5％）が在学中に希望している。一方 3. 卒業後検討したい 26.9％、




履修に対して ２年生 ％ １年生 ％ 全学年 ％
1．是非履修したい 14 25.9 20（9） 40.0 34 32.7
2．カリキュラムにあれば取り組む 19 35.2 14（3） 28.0 33 31.7
3．卒業後検討したい 17 31.5 11（1） 22.0 28 26.9
4．拒否したい 2 3.7 2 4.0 4 3.8
5．その他 2 3.7 3 6.0 5 4.8





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自由記述の 1. 是非履修し身につけたい（ラベル 32 枚）、2. カリキュラムにあるのなら取
り組みたい（ラベル 32 枚）、3. 卒業後検討したい（ラベル 24 枚）、4. 拒否したい（ラベル 4
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Study intention for the medical care in a trade college school specializing in care 
for elderly and disabled people.
Eiko Kato
The Social Welfare Worker (Shakaihukushishi) and Certified Careworker 
(Kaigohukushishi) Act was revised partly from April, 2012, and the careworker was 
able to perform the medical care at an institution or the client’s home.
In the training education, the contents of the curriculum will be added to the 
National ceritifying examination after 2015.
After conducting a survey among students, most students (over64.4% ) accept the 
new provisions as it focuses on the quality of living and improvement of client’s daily 
lives.
Some students are anxious as they realize the need for professional training to be 
able to deal with the medical care of client’s.
The new Act clarifies the responsibility, treatment and guaranteed needs in 
addition to reinforcing the cooperation with  qualified medical staff .
Also, specifying a viewpoint was suggested to” the life and the improvement of 
living of the client’s” and leading was suggested to the improvement of the study 
intention of the medical care.
Keywords　certified careworker, study intention, medical care education
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